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１　はじめに

にんじんは、日本では、周年で出荷され、
季節により春夏にんじん（４～７月）、秋
にんじん（８～10月）、冬にんじん（11~
３月）に大きく区分される。春夏にんじん
は徳島県や千葉県、秋にんじんは北海道や
青森県、冬にんじんは千葉県、長崎県を中
心に生産されている。作型および産地の切
り替わりの時期に外国からの輸入は増加
し、中国に次ぐ輸入量であるベトナム産は
１～６月に輸入される（表１、図１）。

ベトナムからのにんじん輸入量は、
2014年に増加し、その後大きな伸びはみ
られないものの、毎年一定数量の需要があ
る。
本稿では、近年、一定量の輸入があるベ
トナムにおけるにんじんの生産・流通動向
を中心に紹介する。
なお、本稿中の為替レートは、１ベトナ
ムドン（ＶＮＤ）＝ 0.005円および１米
ドル=108円（2018年２月末日の参考相
場：１ベトナムドン＝0.0047円、ＴＴＳ
相場：１米ドル=108.37円）を使用した。

ベトナムにおけるにんじんの生産・流通
および輸出動向

【要約】

ベトナムのにんじん生産は、主に国内市場向けとなっており、国民の所得向上と人口増
加を受け、生産量は増加している。
日本市場では、ベトナムからのにんじんの輸入量は、2014年に増加した後、1000～
2000トン台で推移している。しかし、チャイナプラスワンを志向する動きがみられる中、
同国のにんじん生産の動向を注視する必要がある。

調査情報部

表１　日本のベトナム産にんじんの輸入量の推移
2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年

中国 71,282 74,939 64,382 65,818 84,372 80,670 

ベトナム 239 11 3,213 1,672 1,840 2,785 

台湾 3,682 2,855 2,911 1,286 753 1,714 

ニュージーランド 4,527 3,530 2,090 953 1,771 1,375 

豪州 3,048 1,361 732 1,038 3,511 1,289 

その他 173 186 253 166 184 117 

合計 82,951 82,882 73,581 70,933 92,431 87,950 

資料：農畜産業振興機構 ｢ ベジ探 ｣（原資料：財務省 ｢ 貿易統計 ｣）
　注：2013～16年まではHSコード0706.10-000（にんじん及びかぶ）を、2017年からはHSコード0706.10-010（にんじん）を使用。
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２　生産概況

（１）　主産地と生産動向
ベトナムは、地理的および気候的な環境
条件から紅河デルタ地域、北部丘陵山岳地
域、北中部･中部沿岸地域、中部高原地域、
南東地域、メコンデルタ地域の６つの地域
に分けられている（図２）。
にんじんの主産地は、紅河デルタ地域の
ハイズオン省とバクニン省、中部高原地域
のラムドン省となっている。2016年の作
付面積は、6226ヘクタール（前年比
11. ８％）と増加傾向で推移しており（表
２）、このうち主要３省で5510ヘクター
ルと、全体の９割弱を占める。特に、ラム
ドン省の作付面積は、2014年以降大幅に
増加し、全体を押し上げている。生産量は、
作付面積の拡大に伴い増加しており、
2016年は過去最高となる19万9198トン
（同11. ２％増）となった。

資料：農畜産業振興機構｢ベジ探｣（原資料：財務省｢貿易統計｣）
　注：2013～16年まではHSコード0706.10-000（にんじん及びかぶ）を、2017年からはHSコード0706.10-010（にんじん）を使用。

図２　�ベトナムの地域区分とにんじんの　
生産地域

■紅河デルタ地域 

■北部丘陵山岳地域 

■北中部･中部沿岸地域 

■中部高原地域 

■南東地域 

■メコンデルタ地域 

ラオス 

カンボジア 

タイ 

中国 

ハノイ市 

ホーチミン市 

ハイズオン省 

ラムドン省 

バクニン省 

ハイフォン港 

図１　日本のベトナム産にんじんの月別輸入量の推移

表２　にんじんの地域別作付面積および生産量の推移 （単位：ha、トン）
2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年

作付
面積 生産量 作付

面積 生産量 作付
面積 生産量 作付

面積 生産量 作付
面積 生産量 作付

面積 生産量 作付
面積 生産量

前年比（増減率）
作付
面積 生産量

ハイズオン省 1,865 55,437 1,714 53,243 1,437 44,096 1,415 44,820 1,501 49,944 1,423 47,522 1,570 51,150 10.3% 7.6%

バクニン省 817 31,421 820 32,379 875 33,039 1,075 36,674 1,307 48,525 1,258 46,920 1,339 53,416 6.5% 13.8%

ラムドン省 1,245 27,899 1,247 28,532 1,221 28,093 1,317 40,570 1,985 63,692 2,349 76,526 2,601 84,193 10.7% 10.0%

その他 271 3,669 269 3,555 273 3,552 604 6,605 694 9,470 539 8,184 716 10,439 32.9% 27.6%

全国 4,199 118,426 4,050 117,709 3,805 108,780 4,411 128,668 5,486 171,631 5,569 179,152 6,226 199,198 11.8% 11.2%
資料：ベトナム統計局
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（２）　企業経営と個人経営
ハイズオン省とバクニン省では、2016
年の耕種部門の企業経営数は１社のみで
（表３）、ハイズオン省農業・農村開発局（以
下「DARD」という）によると、紅河デル
タ地域の野菜生産者の多くは、１戸当たり
平均経営耕地面積30～50アールの零細･
小規模生産者とのことである。そのほとん
どが個人経営で、資金力のある者は協同組
合などに所属して生産を行っている。協同
組合に加入するには一定額以上の出資金
（土地など現物による出資も可）を支払う
必要があるが、競争力を持つことで大都市
圏の量販店やレストランなどとの取引の実

現にもつながっている。しかし、大部分の
零細･小規模生産者は、資金不足から加入
することができないのが現状である。
ラムドン省も個人経営の零細･小規模生
産者が主体だが、周年栽培できる気候と安
価な労働力に期待した外資の進出が相次い
でおり、企業経営数が増加傾向にある。企
業経営には、旧国営企業が民営化したもの、
外資系企業、生産者が共同出資を募り新た
に法人を設立したものなどがあり、種類は
多い。外資系企業は、自社または出資子会
社で加工施設を保有し、自社農場や契約生
産者から調達した原料を加工し、本国に輸
出しているケースが多く見られる。

表３　地域別耕種農業の企業経営数の推移
（単位：社）

2013 年 2014 年 2015 年 2016 年

紅河デルタ地域
ハイズオン省 2 4 4 －

バクニン省 － － － 1

中部高原地域 ラムドン省 206 320 322 391
資料：ベトナム統計局

（３）　VietGAP認証
VietGAPとは、2008年にベトナム農
業・農村開発省（以下「MARD」という）
が定めた規範で、農産物の安全性を保証す
るための安全生産管理基準である。野菜の
栽培から収穫、流通までの各工程で遵守す
べき基準を規定している。認証を取得する
ためには、栽培記録を付ける、重金属の含
有量の検査を行うなど種々の条件をクリア
する必要がある。認証は２年ごとに更新す
る必要がある。
認証取得に費用が掛かることや認証取得
が価格に反映されないことが多く、安全な
野菜の生産に対するインセンティブが働か
ないといった理由から、個人経営が大勢を
占めているにんじん生産においては、その

普及は限定的である。

（４）　生産振興政策
2014年にMARDは、農作物、畜産物、
水産物の３分野において、再構築を図るた
めの具体的な計画を発表した。生産振興は、
従来、米主体であったが、現在は、以下の
通り野菜にも力を入れるようになってい
る。
◦�野菜生産者１戸当たりの作付面積を拡大
するとともに、単収の向上を図る。
◦�生産性向上のためのハイテク技術を推進
し、それに対する補助を行う。
◦�野菜生産に適した土地を選定し、外国の
輸入業者からの発注に応じることができ
る産地の形成を図る。
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◦�VietGAPを活用した安全安心野菜の生
産に取り組む。

３　主要３省の生産動向

ハイズオン省とバクニン省がある紅河デ
ルタ地域は、雨季（５～10月）と乾季（11
～４月）に分かれ、雨季は高温多湿で平均
気温が30度近くまで上昇するが、乾季は
20度前後とにんじんの生育に適している。
また、同地域は、紅河が運んだ肥

ひ

沃
よく

な土壌
で形成された平野部が広がっており、多種
多様な野菜を生産することができる。
一方、ラムドン省は、ダラット高原をは
じめ標高が高く、年間を通して比較的気候
が安定していることに加え、日照時間は、
紅河デルタ地域に属するハノイ市の２倍近
くあるため、年間を通して野菜の生育に適
した地域となっている。
ここでは、主要３省のにんじんの生産動
向および生産事例を以下に紹介したい。

（１）　ハイズオン省
ハイズオン省の作付面積は、2010年を
ピークに減少に転じ、その後、1400～
1500ヘクタールの間で推移している（表
２）。DARDの担当者は、この要因として、

にんじんのほかにキャベツ、ほうれんそう、
トマトなど多様な野菜を栽培できるため、
生産者はより収益の上がる品目を作付ける
傾向にあるとし、さらに、連作障害、とり
わけ過度な作付けにより土壌中の成分バラ
ンスが崩れたことによる土壌病害が発生し
て、作付面積が減少したとしている。
主要生産県は、ナムサッチ県とカムザン
県で、この２県が2016年の同省の生産量
のうち８割を占めている。両県ともに紅河
に接しているため、かんがい用の水は豊富
で、平

へい

坦
たん

な土地が多く耕起が容易なため、
野菜生産に適した地域となっている。
同省では、露地栽培が主流で、気温が低
くなり始める９月上旬~10月下旬に播

は

種
しゅ

し、11月下旬～１月上旬に収穫する作型
が一般的である（図３）。後作として、引
き続きにんじんを栽培する生産者もいる
が、その戸数は少なく、米、メロン、スイー
トコーンなどを栽培することが多い。
DARDの担当者によると、数年前までフ
ランス、オランダ、イスラエルなどの品種
を栽培していたが、現在は、品質に優れ単
収の上がる日本の品種が多く使われている
という。手押し式播種機を用いて播種を行
い、１回目の間引きを本葉３枚ごろに、そ

図３　にんじんの作型

4月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ハイズオン省、

バクニン省

ラムドン省

資料：聞き取りに基づき機構作成。
　注：ハイズオン省、バクニン省にあっては、播種、収穫が最も集中する時期を表しており、それぞれの作業は前後の時期にも行われている
　　　とみられる。

播種 収穫

播種

収穫
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の後、生育状況を見て、２回目の間引き、
追肥、土寄せなどを行う。

（２）　バクニン省
バクニン省の生産量は、増加傾向で推移
しており、2014年は４万8525トン（前
年比32.3%増）、2016年は５万3416ト
ン（同13. ８％増）とここ数年で大きく増
加している（表２）。
主要生産県は、ルオンタイ県とザービン
県であり、この２県で同省のほぼ全てのに
んじんを生産している。この地域は、紅河
が運んだ肥

ひ

沃
よく

な土が堆積し、保水性や通気
性の優れる土壌が広がっているため、野菜
生産に適しており、近年、国内外の企業の
注目を集めるようになってきている。
バクニン省唯一の耕種農業の企業経営で
あり、輸出業者を通じて外国ににんじんを
輸出している青果物販売加工企業Ａ社の事
例を以下に紹介したい。

【事例紹介：青果物販売加工企業Ａ社】
2016年に設立された青果物販売加工企
業で、７. ５ヘクタールの自社農場のほか、

契約生産者からにんじんを調達し、輸出向
け、国内市場向けに加工、販売している。
同社は、にんじん生産に関する契約を生
産者と締結し、同社が種子、肥料、農薬な
どを提供し、生産者は同社が求める品質の
にんじんを生産し、出荷するという形態と
なっている。零細･小規模な契約生産者が
多い。生産したにんじんは全量同社が買い
取りを行う。買取価格は、１キログラム当
たり2500VND（13円）程度とのことで
ある。
作付けは、ハイズオン省と同様に９月ご
ろ播種、12月ごろ収穫が主流で、栽培品
種は、日本の品種が多い。自社農場でのか
ん水は、スプリンクラーを使用している。
収穫作業と加工施設までの搬送は、同社
と契約したミドルマン（注）が行う。加工施
設に搬入されたにんじんは、洗浄、仕分け、
計量、加工、箱詰め、冷蔵保管の工程を経
て出荷される。仕分けと計量の工程では、
３Ｌ、２Ｌ、Ｌ、Ｍ、Ｓの５段階に規格分
けされ、良質のものは主に輸出用に、規格
外のものは乾燥チップに加工され（写真
１）、主に国内向けのカップラーメンの具

写真１　乾燥チップ



80野菜情報 2018.4

材として使用される。輸出用は10キログ
ラム詰めの段ボールに、国内用はラベル表
示のない20キログラム詰めのビニール袋
に入れて販売されている（写真２、３）。
輸出用は、輸出業者に販売した後、そこ
から日本、韓国、マレーシアに輸出されて
いるが、同社の社名は表示されないという。
輸出用の販売価格は、１キログラム当たり
6000VND（30円）程度で、この中から
輸出業者が提供する段ボールなどの資材費
が差し引かれる。国内用は、最大で同
4000VND（20円）程度で販売している。

注：　ミドルマン（地域によっては、コレクター、バイ
ヤー、ブローカー、リーダーとも呼ばれる）とは、
農産物や農業資材の販売を職業としている中間商
人を指すことが多い。

（３）　ラムドン省
ラムドン省の生産量は、2013年以降右
肩上がりで増加しており、2016年は８万
4193トン（前年比10.0%増）と、2010
年と比較して約３倍となり、ハイズオン省、
バクニン省を抜いてベトナム最大の産地と
なっている（表２）。

主要生産県は、ドックチョン県で、
2016年の同省生産量全体の74%を占め
ており、次いで18%を占めるダラット市
と合わせると同省のほとんどを生産してい
る。
紅河デルタ地域には端境期が存在する
が、ラムドン省は、比較的気候が安定して
いるため、雨季（４～10月）の単収はや
や低下するものの、周年栽培が可能である
（図３）。
ここでは、自社農場においてVietGAP
認証を取得し、日本への輸出に意欲を示し
ている野菜生産販売企業Ｂ社の事例を以下
に紹介したい。

【事例紹介：野菜生産販売企業Ｂ社】
ラムドン省ドックチョン県にある野菜生
産販売企業で、2006年にだいこんの生産
を開始し、現在は、だいこん、にんじん、
かんしょの３品目を生産、販売している。
105ヘクタール（うちVietGAP認証面積
は30ヘクタール）の自社農場のほか、
700戸の契約生産者からにんじんを調達
している。このうち、200戸が平均３ヘ

写真２　輸出用段ボール（10キログラム） 写真３　�国内用にんじん袋詰め（20キロ
グラム）
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クタールの耕作地を有しており、残りは零
細・小規模生産者となっている。Ａ社と同
様に事前に生産資材を生産者に提供し、生
産物の全量買い取りを行う。買取価格は、
国内市場の需給動向などを踏まえて決定し
ており、出回り量が多い時は１キログラム
当たり2000VND（10円）程度で、10～
11月の端境期には品質が良いものは、最

高で同１万4000VND（70円）程度にな
る場合もある。
自社農場の10アール当たりにんじんの
生産コストは、324万VND（１万6200円）
となっており、うち人件費が４割弱、次い
で農薬・肥料費、種子代、水道・光熱費の
順になっている（図４）。

契約生産者に対しては、自社の栽培指導
員が栽培方法や農薬の使用方法などの指導
を行っている（写真５、６）。栽培指導員
によると、生産者は、10年近くにんじん
を栽培しているため、栽培技術は高く、細
かな指導は必要ないという。栽培上の課題
としては、ネコブセンチュウなどの病害虫
に寄生されて生育が抑制されることがあ
る。その対策として、かんしょ、だいこん、
にんじんの順に輪作体系を組んだり、抵抗
性品種の使用、土壌消毒などの対策を行っ
ている。
栽培品種は、品質に優れる日本の品種を
使用することが多く、栽培時期や耕作地の
条件によって、耐暑・耐寒性、耐病性、晩

抽性などに優れるものを使い分けている
（写真７）。かん水はスプリンクラーで行う。
自社農場と契約生産者の圃

ほ

場
じょう

での収穫作業
は、同社職員と契約生産者が行い、それを
自社トラックで集荷し、ホーチミン市など
の主要卸売市場または輸出業者に10キロ
グラムのビニール袋に詰めて販売している
（写真８）。
同社担当者は、今後、日本企業からの引
き合いがあれば、それに対応できるだけの
生産余力は十分にあるとしており、
VietGAP認証も取得していることから、
日本の品質基準にも対応できるとしてい
る。

図４　10アール当たりのにんじん生産コスト

資料：聞き取りに基づき機構作成

人件費
1,140千VND
35% (5,700円)

農薬・肥料費
950千VND
29% (4,750円)

種子代
800千VND
25% (4,000円)

水道・光熱費
350千VND
11% (1,750円)
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４　流通構造

にんじんの流通は、地域によって異なっ
ており、類型化は難しいが、生産者が自ら
販売する経路と、ミドルマンがホーチミン
市やハノイ市などの大消費地の卸売市場な
どに流通させる経路が大勢を占めている
（図５）。DARDの担当者によると、卸売市
場向けが80%、小売業者（量販店など）
向けが15%、輸出向けが５％であるとい
う。
収穫および集荷作業は、ミドルマンが
行っていることが多い。収穫はミドルマン
に雇われた日雇い労働者が行い、それをミ

ドルマンが集荷して卸売市場、小売業者、
輸出業者などに販売している（写真９、
10）。
輸出については、輸出業者が、ミドルマ
ン、加工企業などからにんじんを購入し、
韓国、日本などに輸出している。紅河デル
タ地域の輸出業者は、購入したにんじんを
トラックでハイフォン港まで運び、そこか
ら海上輸送している。ハノイ市からハイ
フォン港までの輸送費は、１コンテナ（24.
５トン）当たり260万VND( １万3000円）
程度、ハイフォン港から日本までの海上輸
送費は、同1500米ドル（16万2000円）
程度となっている。

写真５　栽培指導員による巡回調査１
（契約生産者の圃場での間引き）

写真７　日本の種子

写真６　� 栽培指導員による巡回調査２　
（播種から2カ月が経過したにんじん）

写真８　�にんじんの集荷（写真左は袋詰め
されたにんじん（10キログラム））
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５　販売と貿易

（１）　国内供給と販売形態
にんじんの国内供給量は、国民の所得向
上と人口増加などを受けて、国内生産量が
増加したため、2015年は20万2000トン
（前年比８. ６％増）となった（表４）。輸
入量については、国内供給量の１割程度を
占めており、ほぼ全量を中国から輸入して

いる。
Ａ社の担当者によると、国内での販売形
態は、家庭用（生鮮）が６割、業務用が３
割、加工用が１割とのことであり、加工用
は、ジュースや乾燥チップなどにされ販売
されているという。ホーチミン市など都市
部を中心に量販店が増加してきているもの
の、全国的には、一般市民が食料品など生
活必需品を購入する伝統市場や地元の小売

写真９　日雇い労働者によるにんじんの収穫

写真10　�ミドルマンによるにんじんの集荷

図５　一般的なにんじんの流通経路

資料：聞き取りに基づき機構作成
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店などが占める割合が高く、消費者は、こ
れらでにんじんを購入することが多い。
高所得者層が住む都市部では、食の安全
に対する関心が高まっており、残留農薬が
懸念される中国産を避ける傾向にある。そ
のため、中国産のにんじんは主に伝統市場
などで販売されていることが多い。

（２）　輸出動向
2015年のにんじんの輸出量は、前年並
みの約8000トンとなっている（表４）。
国別では、韓国が全体の49.6%を占め、
マレーシアの18.5%、日本は13.5%と続
いている。
日本のベトナムからの輸入は、１～６月
に集中しており、日本の作型や産地の切り
替わる時期や国内供給量が不足した場合に
輸入されているものと思われる。2014年
に輸入量は大きく伸びた後、1000～
2000トン台で推移している（表１）。近
年､日本からの需要が増加した要因として、
中国産野菜への安全性に対する不信感か
ら、中国産を使用しないチャイナフリー運
動による需要がある上、中国の人件費上昇
などもあり、日本企業は、野菜の安定供給
のため、ベトナムなど東南アジアにリスク

分散する動きが高まってきていることが考
えられる。

６　おわりに

ベトナムのにんじんの供給量は、所得向
上や人口増加を背景に増加しており、作付
面積、生産量ともに増加している。主な主
産地は、肥

ひ

沃
よく

な土壌に恵まれている紅河デ
ルタ地域と周年供給可能なラムドン省で、
これらの地域は、他品目との競合や連作障
害などの課題もあるが、原料調達という点
で潜在能力は高いと感じられる。
輸出については、国内需要が増加してい
ることから、国内向けが主となっており、
2014年以降横ばいとなっている。日本向
けについては、日本の需要の影響を強く受
ける傾向があり、ここ数年は1000～
2000トン台で推移している。
しかし、中国の人件費の上昇や食品安全
をめぐる問題を契機にチャイナプラスワン
を志向する動きがみられる中、対日輸出に
前向きな企業もあることから、今後も同国
のにんじんの生産動向は注視する必要があ
る。

表４　にんじんの需給動向
（単位：千トン）

国内生産量① 輸入量② 輸出量③ 国内供給量
（（①＋②）－③）

2010 年 107 14 0 121 

2011 年 109 17 1 125 

2012 年 109 － － －

2013 年 129 14 0 142 

2014 年 172 15 8 179 

2015 年 179 24 8 195
資料：国内生産量はベトナム農業・農村開発省、輸入量、輸出量は「Global Trade Atlas」
　注：HSコード：0706.10-000（にんじん及びかぶ）




